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六戸町芸術・文化賞、
体育・スポーツ賞
合同表彰式

平成29年度

❖ 文化功労賞　個人の部

❖ 文化奨励賞　個人の部

❖ 文化奨励賞　団体の部

❖ 優秀選手賞　個人の部

❖ スポーツ奨励賞　個人の部

平成２9年度　六戸町芸術・文化賞、体育・スポーツ賞　受賞者一覧
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を
語
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ま
し

た
。 2月18日
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坂本　昭之助（六戸町文化協会）　久保田　美智子（六戸町無形文化財保存会）　吉田　正一（上吉田南部駒舞保存会）

川村　彩花（青森県立三沢商業高等学校）　明戸　香恵菜（青森県立三沢商業高等学校）

青森県立六戸高等学校出版委員会　青森県立六戸高等学校茶華道部華道班

種市　裕紀（青森県立弘前実業高等学校）　小倉　萌香（青森県立三本木高等学校）　吉本　七海（青森県立三本木高等学校）
竹内　零蒔（青森県立三沢高等学校）　平舘　信二（六戸町グラウンド・ゴルフ協会）　金崎　利秋（青森県立三本木農業高等学校）
奥寺　諒丞（青森山田高等学校）　金沢　拓磨（青森県立六戸高等学校）

坂本　咲子（八戸聖ウルスラ学院高等学校）　鹿野　光彦（六戸町陸上協会）

❖ 文化活動　個人の部
【六戸小】円子　和佳奈（6年、図画・ポスター）　佐藤　朝陽（6年、絵画）　田中　蒼空（6年、図画・ポスター）　
長嶺　侑空（6年、図画・ポスター）　馬渕　光花（6年、ポスター）　木村　理海（6年、書道）　吉田　莉子（6年、図画・ポスター）　
保土沢　日菜（6年、図画・ポスター）　佐藤　和佳（5年、図画・ポスター）　十文字　大悟（5年、図画・ポスター）
田中　桃々子（5年、習字）　川村　姫乃（5年、図画・ポスター）　竹内　優太朗（5年、図画・ポスター）　吉田　凪沙（4年、ポスター）
田中　夏海斗（4年、ポスター）　西　綾花（3年、図画・ポスター）　苫米地　爽空（3年、図画・ポスター）　
工藤　礼椰（2年、図画・ポスター）　林　凛太郎（2年、図画・ポスター）　砂渡　蒼太（1年、図画・ポスター）　《※次ページへ続きます》

平成２9年度　六戸町教育奨励賞　受賞者一覧
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❖ スポーツ活動　団体の部

❖ スポーツ活動　個人の部

六戸町教育奨励賞
表彰式

平成29年度

六戸小学校スポーツ少年団（卓球）　六戸小学校スポーツ少年団（ソフトボール）　六戸キティーズソフトボールクラブ（ソフトボール）
開知小学校スポーツ少年団（野球）　開知小学校スポーツ少年団（リレーマラソン）　開知小学校スポーツ少年団（ソフトボール）　
七百中学校ソフトボール部（ソフトボール）　七百中学校陸上部（陸上）　七百中学校ソフトテニス部（ソフトテニス）　

【六戸小】宮田　皐（6年、卓球）　佐藤　義人（6年、野球）　小平　璃乃（6年、サッカー）　久田　鉄心（6年、レスリング）
佐藤　朝陽（6年、レスリング）　橘　佑季（6年、野球）　長嶺　侑空（6年、卓球）　保土沢　日菜（6年、水泳）
久田　虎徹（5年、レスリング）　新山　拓歩（5年、水泳）　横手　翔太朗（5年、レスリング）　附田　瑞姫（5年、空道）　
【開知小】佐々木　希乃香（6年、水泳）　小山内　茜（6年、水泳）　中村　拳晟（6年、野球）　下田　絢翔（6年、野球）　
成田　和央（5年、陸上、水泳）　下田　天誠（5年、陸上）　下田　遥（5年、陸上）　高坂　心夏（4年、陸上）　
戸来　仁響（4年、ラグビー）　【大曲小】橋本　彩乃（6年、サッカー）　沢田　大河（6年、野球）　滝沢　颯士（6年、野球）　　
金見　天斗（6年、野球）　伊藤　遥斗（6年、野球）　久保　夏芽（6年、空手）　久保　駿太（4年、空手）　漆戸　虹恋（4年、剣道）
樋口　旺介（4年、空道）　【六戸中】田中　捺稀（3年、卓球）　小林　賢世（3年、スケート）　保土沢　結梨（3年、水泳）　
佐藤　春陽（3年、水泳）　小平　乃愛 （2年、サッカー）　苫米地　亜珠（2年、卓球）　鳥越　優翔（2年、陸上）
川村　麻弥（2年、陸上）　吉田　凉太（2年、陸上）　十文字　佑芽（2年、陸上）　山下　萌愛 （1年、サッカー）　
【七百中】岡野　凌斗（3年、陸上）　太田　優（2年、野球）　舘岡　優太（2年、野球）　二ツ森　さくら（2年、陸上）　
高橋　真綾（2年、空道）　織笠　陽多（1年、野球）　工藤　妙奈（1年、ゴルフ）　高坂　光希（1年、陸上）　
山辺　奏太（1年、陸上）　有馬　大和（1年、陸上）　小向　駿佑（1年、ソフトテニス）　早坂　学人（1年、ソフトテニス）　
【青森山田中】新井山　泰佑（3年、野球）

❖ 文化活動　個人の部
山内　啓路（1年、ポスター）　吉田　嘉向（1年、絵画）　苫米地　輝空（1年、図画・ポスター)　【開知小】髙坂　花蓮（5年、絵画）
荒関　星多（5年、図画・ポスター）　戸来　仁響（4年、絵画）　金澤　蒼空（3年、図画・ポスター）　佐々木　祐月（3年、書写）　
髙橋　一花（3年、ポスター）　櫻田　晃崇（3年、図画・ポスター）　佐々木　結愛（3年、図画・ポスター）　
冨岡　優菜（2年、図画・ポスター）　【大曲小】後澤　里菜（6年、絵画）　金見　天斗（6年、絵画）　奈良　風花（6年、書道）　
川村　樹（5年、標語）　熊野　花香（5年、標語）　日澤　美遥（3年、ピアノ）　
【六戸中】谷川　薫（1年、標語）　林　花歩（1年、標語）　【七百中】酒井　すず（2年、絵画）

❖ 文化活動　団体の部
七百中学校吹奏楽部（吹奏楽）
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かえでのまちのできごと

　六戸町明るい選挙推進協議会（盛田嘉彦会長）と町選管が六戸高
等学校（鈴木雅博校長）で選挙出前講座を開催。新年度に18歳とな
り選挙権を得る２年生が、選挙制度についての理解を深めました。
　盛田会長あいさつの後、同協議会メンバーの沼田洋平さんと町選
管職員が講師を務め、投票所や開票作業の映像を用いて生徒たちに
選挙の仕組みや投票の仕方などを説明しました。
　法量千真君は「自分の声を政治へ届ける機会なので権利を放置せ
ずに投票へ行きます」と感想を述べた。

　町教育委員会主催による六戸キッズ☆アスリートアカデミー
が文化ホールで行われ、保育士や幼稚園教諭、年長園児と保護
者 ら 約110人 が 参 加 し ま し た。 一 般 社 団 法 人BLUE ties 
Impression代表理事であるキッズコーディネーショントレー
ナーの川戸元貴氏を講師に招き、１部では大人を対象にトレー
ニング時のやり方や補助の仕方を学び、２部では参加者全員で
子どもの基礎的運動能力を高めるトレーニングを体験しました。

有権者としての自覚を促す
～選挙出前講座～

子どもの基礎的運動能力を高めよう
～六戸キッズ☆アスリートアカデミー～

2/5

1/20

　大曲小学校（神篤志校長）の１年生41人が小松ケ丘地域交流館を
訪れ、地域のお年寄り20人と一緒にむかし遊びをして交流しました。
　ふれあいサロンは町社会福祉協議会の高齢者健康づくり事業の１
つ。集まったお年寄りから、コマ回しやあやとり、羽根つきなどむ
かしの遊びを教え、児童 たちと一緒に楽しみました。佐々木怜凰君
は「いろんな遊びができて楽しかった。コマ回しが難しかった」と
感想を述べました。お礼に児童全員で合唱と肩もみをプレゼントし
ました。

　村営くのへスキー場（岩手県九戸村）で「戸」のまち親子ス
キー交流会が行われ、六戸町と九戸村から52人が参加しまし
た。午前は各コースに分かれてスキーやスノーボードを楽し
み、午後はかんじきを履いて山を登り、そりで滑り下りる“か
んじき体験”を行って、互いの親睦を深めました。
　子どもたちは初めて履いたかんじきで器用に山を登り、ス
キーやスノーボードとは一味違った雪山での体験を楽しんで
いるようでした

児童とお年寄り　むかし遊びで交流
～大曲ふれあいサロン世代間交流～

スキーやかんじき体験で楽しく交流
～「戸」のまち親子スキー交流会～

1/28

1/27

とんとん相撲で楽しく交流する児童とお年寄りたち

かんじきを履いて山を登る子どもたち

投票用紙が破けにくく作られていることを確認する生徒ら

バランス感覚を鍛える片足立ちを行う参加者

町制施行60周年記念事業
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Maple	Town	Topics

　文化ホールで町主催による「ナイツ　スペシャルお笑いラ
イブ、杉山清貴アコースティックライブ」のＷライブが開催
され、多くのファンが詰めかけ満席となりました。
　公演はナイツのお笑いから始まり、軽妙な掛け合いの漫才
で会場は爆笑の渦に包まれました。続いての杉山清貴さんの
アコースティックライブでは、数々のヒット曲が披露され、客
席はその歌声に聞き入り、アンコール終了後は盛大な拍手と
歓声に包まれていました。

　町農業後継者の会（久田正昭会長）と町青年就農者協議会
（四木誠会長）が農業に関する知識の習得を目的に合同勉強会
を商工会館で開催し、13人が参加した。
　上北地域県民局地域農林水産部農業普及振興室三沢分室か
ら講師を招き、Ｇ.Ａ.Ｐ（農業生産工程管理）について鈴木氏、
土づくりについて泉山氏からそれぞれ説明を受けた。ＧＡＰ
認証を取得することが今後の取引などで重要となることや、
作物に適した土づくりの方法などを学んでいました。

笑いと歌のＷライブ　大盛況
～ナイツ＆杉山清貴Ｗライブ～

若手農業者　初の合同勉強会
～農業後継者の会・青年就農者協議会合同勉強会～

2/12

2/16

　六戸町スポーツ少年団（田中健一本部長）は町総合体育館で野球
教室を開催し、町内のスポーツ少年団野球部員37人が参加しました。
　教室には、八戸学院大学野球部からコーチや選手らを招き、ボー
ルの握り方や捕球時の足さばきやバッティング、ポジションごとの
守備の基礎などをそれぞれ学びました。
　八戸学院大学の選手から直接指導を受け、金渕光希君（開知小５
年）は「大学生から教えてもらってバッティングが上手になったと
思う」と感想を述べた。

　開知小学校（橋本眞由美校長）で租税教室が行われ、６年生が税
金の大切さを学びました。講師を務めた（公社）上十三法人会女
性部会の中村さんは、税金がなぜ必要か、自分たちが通う学校の
授業料はいくら税金が使われているか、大人になったらみんな納
税をする義務があることなどを説明しました。
　村下海仁君は「税金は火事の時に消防車が来ることや、いろい
ろと使われていて、人の暮らしを支えていることがわかりました」
と税金の大切さを感じていました。

大学の選手らを手本に基礎を学ぶ
～八戸学院大学野球教室～

税金は大事な社会の会費
～開知小学校　租税教室～

2/17

2/14

ピッチングの指導を受ける児童ら

１億円のレプリカを持ってその重さに驚く児童ら

往年のヒット曲などを熱唱した杉山清貴さん

「Ｇ.Ａ.Ｐ」の説明を受ける若手農業者ら
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町からのお知らせ

町民バス時刻改正などのお知らせ

防災行政無線などを用いた情報伝達訓練の実施

　４月から町民バスの運行時刻が一部改正されます。
　新しい町民バスの時刻表は町内会を通じて配布するほか、役場ロビー、総務課、診療所、地域包括支
援センター、老人福祉センターでも受け取れます。または、町ホームページからも確認できます。

　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、次のとおり情報伝達訓練を行います。この訓練は、全国
瞬時警報システム（Ｊアラート）(※)を用いた訓練で、六戸町以外の地域でも様々な手段を用いて情報伝
達訓練が行われます。

《主な改正内容》
　・道の駅ろくのへから診療所への運行ルート短縮に伴う時刻改正
　・小松ケ丘方面線の運行時刻の見直しに伴う時刻改正
　・三沢駅乗入線の三沢駅接続に伴う時刻改正

　詳細については、町民バス時刻表および各停留所でご確認をお願いします。

問総務課　☎内線211または55－4582

情報伝達手段 放送内容

①　防災行政無線

町内５５か所に設置してある防災行政無線から、一斉に、次のように放送されます。
【放送内容】　上りチャイム音　＋　「これは、テストです。」×３
　　　　　　　　　　　　　＋　「こちらは、六戸町です。」
　　　　　　　　　　　　　＋　下りチャイム音

問総務課　内線214または☎55－4582

（※）　Ｊアラートとは、地震・津波や武力攻撃
　　　などの緊急情報を、国から人工衛星など
　　　を通じて瞬時にお伝えするシステムです。

※災害の発生状況、気象状況によっては、国の判断により試験を中止する場合があります。
※訓練放送ですので、町民の皆様におかれましては、実際の災害とお間違えにならないよ

う、ご注意ください。

（１）訓練実施日時　　３月１４日㊌　午前１１時ころ
（２）訓練で行う放送試験

「東京六戸会」たより
　　　　　～東京六戸会総会・懇親会のお知らせ～

145

　陽春の候、皆様風邪など召されずにお過ごしでしょ
うか。
　さて、東京六戸会が発足して今年で20周年を迎え、
第20回東京六戸会総会・懇親会を東京銀座の銀座ライ
オンで開催することになりました。会員の皆様に当会
の現況をご理解いただきますと共に会員各位の交流と
親睦を深める良い機会にしたいと思っております。
　お忙しいとは存じますがこの機会にご家族、友人を
お誘いし、多数のご参加をお待ちしております。

■日時　４月28日㊏　正午から
■会場　銀座ライオン６階　クラシックホール
■住所　東京都中央区銀座７丁目９番20号
■会費　6,000円（小学生まで半額、幼児無料）

※平成29年度の会費を未納の方は1,000円余
分にご持参ください。

■申込み　出欠は３月31日㊎までにご連絡ください。

問東京六戸会事務局　沼澤　強
　〒276-0045　千葉県八千代市大和田151－5
　☎047-411-8316　Fax047-411-8317
　携帯090–8312-9452
　ntc@newman-tech.co.jp
　東京六戸会ＨＰ　http://www.rokunohe-tokyo.com
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優良運転者など被表彰該当者の申請について

税務だより

　例年３月に行っておりました優良運転者などの被表彰該当者申請について、表彰式の時期変更に伴い募集期間
（６～７月予定）が変更となりました。

問十和田地区交通安全協会　☎22－0213
六戸町総務課　　　　　　☎55－4582

○このほか登録内容の変更を行わないと、
　・リコールの案内（車の欠陥に関する重要な通知）、税金や保険のお知らせが届かない。
　・これらの通知が前の所有者に届けられ、トラブルの原因になる。
　・盗難や事故のときに所有者や使用者の確認が遅れる。

といった支障が生じる恐れもあります。

問税務課　☎内線144または55－4494

自動車の変更手続・移転手続はお済みですか？
●引越等により住所が変わったら？　　→　「変更登録」手続きが必要！

●譲渡等により所有者が変わったら？　　→　「移転登録」手続きが必要！

●上記手続を行わなかったら？　　→　　罰金刑に処される場合があり！

※車両に関するお問い合わせ先

登録自動車（白や緑のナンバー） 八戸自動車検査登録事務所 ☎050－5540－2009

軽自動車（黄色や黒のナンバー） 軽自動車検査協会八戸支所 ☎050－3816－1832

原動機付自転車・小型特殊自動車 六戸町役場　税務課 ☎0176－55－3111（内線143）

※自動車税・軽自動車税に関するお問い合わせ先

自動車税 上北地域県民局県税部納税管理課 ☎0176－22－8111（内線211~214）

軽自動車税 六戸町役場　税務課 ☎0176－55－3111（内線143）
◆自動車税・軽自動車税は、４月１日現在の所有者に課税されます。
　引越・譲渡などの際は、「変更・移転」手続きをお願いいたします。

　毎年の自動車税の納税通知書は、原則としてその年の４月１日現在の車検証に記載されている住所にお送り
しています。
　お引越しなどで住所が変わった場合は、運輸支局で「車検証の住所の変更登録」を忘れずに行ってください。
住民票の異動手続きだけでは車検証の住所は変更されません。
　やむを得ず、今年度の３月末日までに車検証の住所の変更登録ができない場合で、翌年度の自動車税の納税
通知書の送付先を変更したい場合は、電話またはＦＡＸにより上北地域県民局県税部までご連絡ください。
　また、青森県庁ホームページにある「青森県電子申請・届出システム」内の「自動車税住所変更届」からも新し
い住所の届出が可能です。
　なお、ＦＡＸにより届出される場合に必要な様式は、上記システムからダウンロードしてください。

愛車の住所変更も忘れずに

◇お問い合わせ先（自動車の登録手続きについて）
　東北運輸局青森運輸支局　　☎050－5540－2008
　八戸自動車検査登録事務所　☎050－5540－2009
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松くい虫被害およびナラ枯れ被害の予防

①これらの昆虫は、それぞれマツとナラ類を伐採した際に発生する臭いに集まる習性があるため、これらの昆
虫の活動期（６～９月）には、マツとナラ類を伐採しないようにしましょう。

②マツ丸太やマツ苗木、ナラ丸太を他県から持ち込むと、これらの昆虫による被害を呼び込む可能性があるた
め、県内産のものを利用しましょう。

③被害を防ぐには、葉が黄色に変色したり、枯れたりしたマツやナラ類を早い段階で取り除くことが大切です。
自宅の庭木や街路樹、山林などで見つけたら、産業課、上北地域県民局林業振興課、森林組合までお知らせ
ください。

　大切な森林資源を次の世代へ引き継ぐため、ご協力をお願いします。

【松くい虫被害とは】
　マツノマダラカミキリという昆虫によって運ばれてくるマツノザイセンチュウという
小さな線虫がマツの木に侵入し、マツが枯れてしまう伝染病です。

問産業課　☎内線155または55－4495 　
上北地域県民局林業振興課　☎55－3379

上十三地区森林組合　☎23－5011

【ナラ枯れ被害とは】
　カシノナガキクイムシという昆虫が運ぶナラ菌により、ミズナラやカシワなどのナラ
類が枯れる伝染病です。

以下の３点について住民の皆様へご協力をお願いします。

■日　　程　４月～11月の第２・４水曜日（月２回）　午前８時30分集合
　　　　　　※４月は25日のみ（総会、ウォーキング）です。総会は、文化ホール視聴覚室で行います。
　　　　　　※それ以外の日は、就業改善センター前に集合となります。
■持 ち 物　万歩計、歩きやすい服装、タオル、水など
■会　　費　2,500円（傷害保険料含む）
■参加申込　４月13日㊎

六戸町歩こう会『おしゃべりウォーキング』　参加者募集！

健康の維持増進と仲間づくりを目的に、ウォーキングを計画しています。
六戸町民であれば誰でも参加できます。

問歩こう会　高橋　☎55－4181
福祉課　保健師　☎内線131または55－4597

暮らしの相談会（弁護士法律相談）
　インターネットトラブルや債務問題、悪質商法被
害など、あなたのお悩みに弁護士が対応します。（相
談無料・要予約）
■日時　３月15日㊍　午後１時30分～
■場所　六戸町就業改善センター　
■予約　いずみ法律事務所　☎176ー58－6558

問産業課　☎内線152または55－4495

不動産相談会
　宅建協会十和田支部主催の不動産相談会を開催し
ます。不動産の宅地建物取引（売買、賃貸借）に関す
る相談、苦情などに専門家が対応します。（相談無
料・要予約）
　■日時　３月13日㊋　午後１時30分～
　■場所　六戸町就業改善センター
問・予約　産業課　☎内線152または55－4495

（予約受付：３月８日㊍まで）
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鶏などを飼養している皆さまへ　～定期報告書提出のお願い～

国民年金からのお知らせ

　鶏などを飼養している方は、家畜伝染病予防法により毎年２月１日現在の飼養羽数などを県知事あて
に定期報告することが、義務付けられています。
　愛玩用として少羽数飼育している場合でも、万が一、高病原性鳥インフルエンザなどが発生すれば、
近隣養鶏場の卵や鶏肉の出荷が制限されるなど、養鶏産業に多大な被害を及ぼすことから、防鳥ネット
の設置や定期的な清掃・消毒など、適正な飼育管理に努めるとともに、次のとおり定期報告書の提出を
お願いします

■対象鳥類　鶏（比内地鶏、ウコッケイ、シャモ、チャボ、あすなろ、声良、金八などを含む）、あひる、うず
ら、きじ、ほろほろ鳥、七面鳥、ダチョウ

■報告書類　十和田家畜保健衛生所ホームページに掲載しています。十和田家畜保健衛生所、または役場産業課
にも報告書類など用意してありますので、お問い合わせください。

■報告期限　３月９日㊎まで
■提 出 先　上北地域県民局地域農林水産部　十和田家畜保健衛生所
　　　　　　〒034－0093　十和田市西十二番町19－23　☎0176－23－6235・FAX0176－23－3044
　　　　　　※持参、郵送またはＦＡＸで提出してください。

問産業課　☎内線154または55－4495

★平成３０年３月分の国民年金保険料の納付期限は平成３０年5月1日です。

【公的年金等の源泉徴収票をなくしてしまった場合】

　確定申告の際に添付書類として必要になる「平成29年分公的年金等の源泉徴収票」が日本年金機構より既に送付
されておりますが、なくしてしまった場合は下記の手続きで再交付ができます。

【特定期間該当届・特例追納】

　国民年金の切替（被扶養者から外れた際の手続き）が２年以上遅れたことがある方は、「特定期間該当届」の手続
きをすることにより年金を受け取れない事態を防止できる場合があります。さらに、「特定期間該当届」の手続き
をした期間は最大10年分の保険料を納付する「特例追納」ができます。
　この「特例追納」をすることにより、年金額が増やせます。（特例追納ができる期間は平成30年３月3１日までです）
※すでに年金を受け取っている方は、特例追納をしても年金額が増えない場合があります。

例：・会社員の夫が①退職した　②自営業を始めた　③6５歳になった　④亡くなった
　　・妻自身の年収が増えて夫の健康保険の被扶養者から外れた。
　　・会社員の夫と離婚した。

　このような時に切替が遅れて未納期間が発生している方が対象となります。
心当たりのある方は、お問い合わせください。

問町民課　☎内線122または55－3431　　八戸年金事務所　☎0178－43－7368

電話で手続きをする場合 年金事務所で手続きをする場合

ねんきんダイヤル　☎0570－05－1165
　本人の基礎年金番号、氏名、生年月日、住所と、
電話をおかけになった方の氏名、ご本人との続柄、
電話番号を確認します。
※送付まで２週間程度かかります。

　年金手帳、年金証書または改定通知書など、日本
年金機構が送付した書類と本人確認ができる書類

（運転免許証など）をお持ちください。
※本人以外が手続きする場合、委任状、代理人の本

人確認ができる書類（運転免許証など）、本人の印
鑑を併せてお持ちください。
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後期高齢者医療被保険者のみなさまへ

・平成30年４月より入院時の食費の負担額（食事代）および医療療養病床に入院している65歳以上のみなさま
の光熱水費（居住費）の負担額が変わります。

　　なお、詳細につきましては、町民課または青森県後期高齢者医療広域連合（☎017－721－3821）まで
お問い合わせください。

・保険料は基本的に年金からの天引きですが、75歳の到達年度や所得によっては納付書でのお支払いとなりま
す。納付書でお支払いの方は、納め忘れを防ぐためにも便利で確実な口座振替をご利用ください。口座振替
への変更は各金融機関で随時受付しております。詳しくは、町民課までお問い合わせください。

・保険料を滞納すると、通常より有効期限が短い保険証（短期被保険者証）が交付されることがあります。
・災害により住宅などに著しく損害を受けた場合や、特別な事情により世帯主等の収入が著しく減少した場合

は、保険料の減免などが認められることがありますので、申請について町民課までお早めにご相談ください。

問町民課　☎内線124または55－4612

●入院時食事療養費および入院時生活療養費の標準負担額の変更について

●保険料の納付について

（※1）指定難病の方または平成27年4月1日から継続して精神病床に入院している方は、260円となります。
（※2）申請日より過去12ヶ月の入院日数が91日以上の方は160円となります。適用を受けるためには市町村窓口での

申請が必要です。申請には入院日数が90日を超えていることが確認できるもの（領収書など）が必要です。
（※3）指定難病の方は0円のまま据え置かれます。

●平成30年４月からの入院時食事療養費および療養病床への入院時生活療養費の標準負担額

現在（平成30年3月31日まで）

所得区分

一般病棟
精神病床など

療養病床

医療の必要性の低い方 医療の必要性の高い方
（指定難病の方以外）

食費（1食） 食費（1食） 居住費（1日） 食費（1食） 居住費（1日）

一　　般 360円（※1）

生活療養（Ⅰ）
460円 370円 360円（※1） 200円（※3）生活療養（Ⅱ）
420円

低所得Ⅱ 210円（※2） 210円 370円 210円（※2） 200円（※3）
低所得Ⅰ 100円 130円 370円 100円 200円（※3）

老齢福祉年金受給者
境界層該当者　　　 100円 100円 0円 100円 0円

平成３０年4月1日から

所得区分

一般病棟
精神病床など

療養病床

医療の必要性の低い方 医療の必要性の高い方
（指定難病の方以外）

食費（1食） 食費（1食） 居住費（1日） 食費（1食） 居住費（1日）

一　　般 460円（※1）

生活療養（Ⅰ）
460円 370円

生活療養（Ⅰ）
460円 370円（※３）生活療養（Ⅱ）

420円
生活療養（Ⅱ）
420円

低所得Ⅱ 210円（※2） 210円 370円 210円（※2） 370円（※３）
低所得Ⅰ 100円 130円 370円 100円 370円（※３）

老齢福祉年金受給者
境界層該当者　　　 100円 100円 0円 100円 0円
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平成３０年度　学童保育所入所児童募集
１　目　　的　学校から帰っても家庭に保護者がいない小学校１年生から６年生を対象に、専任の指導員が生活

指導を行い、児童の健全育成を図ります。

２　期　　間　平成30年４月１日から平成31年３月31日まで（日曜、祝日、８月13～15日、12月29日～１月３日は休館）
　　時　　間　平日　午後１時から午後６時まで

土曜日、長期休暇期間(夏･冬･春休み)　午前８時から午後６時まで
就業などで午後６時まで迎えに行けない児童は午後７時まで延長可能
※平日の帰宅時、土曜日と長期休暇期間中の行き帰りは保護者の送迎が必要です。

３　定　　員　・六戸小学校なかよし会　　 110名(六戸児童館内)　 
・開知小学校なかよし会　　　50名(七百児童館内)　
・大曲小学校なかよし会　　　76名（大曲小学校学童保育所）

４　対 象 者　保護者の就労や疾病などのため、家庭で適切な保育を受けられない小学１～６年生

5　学童保育料　１人　３，０００円／月

６　申請方法　福祉課に申込書などを提出してください。
【申請期限】　・４月１日から入所する場合　３月20日まで
　　　　　　・年度途中に入所する場合　　入所希望日の１週間前まで
【提出書類】　・延長を必要としない場合　　学童保育所入所申込書
　　　　　　・延長を必要とする場合　　　学童保育所入所申込書、時間延長申込書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　世帯に係る就労調査書（父母分）

問福祉課　☎内線133または55－4493

３月１日～８日は『女性の健康週間』です
女性の健康週間にちなみ、女性に多い病気、不快な症状をご紹介します。

　女性は、女性ホルモンの影響で体調不良が起こりやすい特徴があ
ります。これにストレスが加わり、肩こり、冷え、気分の落ち込み

など肉体的、精神的に不安定になりやすいです。お気に入りのアロマセラピーやぬるめのお湯で
入浴、軽い運動などをして、心も体もリラックスしましょう。
　しかし、症状が長期間続く場合は病気が隠れている可能性もあるため、内科や婦人科を受診す
ることをおすすめします。

　お腹のトラブルの原因は、内臓の病気やストレスなどさまざまです。体質だと思
っていたら病気が隠れていた、ということもあります。下痢や便秘を繰り返したり、

腹痛とガスが同時に起こったり半年近く続く、痛みが増すことがあれば注意しましょう。

　50歳前後の女性に多く発症します。手指のこわばりや手指の関節痛(腫れ、熱
感・発赤をともなう)があれば、整形外科を受診しましょう。

　乳腺症では乳房にしこりや痛みが現れます。乳腺症は女性ホルモンのアンバラン
スによって、誰にでも起こる可能性があります。ストレス解

消、生活リズムを整え、過度の飲酒やカフェインの摂取を避けて予防しましょう。

☆病気は早期発見、早期治療することが肝心です。定期的に健診を受けて、健康状態を
チェックしましょう。症状が現れたときや身体に違和感があるときは、自己判断・遠
慮せず医療機関を受診しましょう。
☆気になることや不安なことがあれば、保健師にご相談ください。

問福祉課　☎内線131または
55－4597

冷え、肩こりなど

お腹の症状

関節リウマチ

乳房のトラブル
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浄化槽を正しく使っていますか？

明るいセンスと技術

六戸町犬落瀬字明土 67－1
六 戸 中 央 印 刷

TEL 0176-55-3982
FAX 0176-55-5358

E-mail rokuchuuou1032@bz01.plala.or.jp

）（ ）（

町からのお知らせ

　浄化槽は、微生物の働きを利用して汚水を浄化するため、適正な管理が必要です。そのため、浄化槽法では次
のことが義務付けられています。

　法定検査は、浄化槽が適正に維持管理され、本来の浄化機能が十分に発揮されているかを判定するもので、一
般社団法人青森県浄化槽検査センター（☎017－726－9500）が行います。
　また、浄化槽についてのご相談、浄化槽の使用開始時、廃止時、管理者の変更時等の届出は、三八地域県民局
環境管理部（☎0178－27－5111）へご連絡ください。

問建設下水道課　☎内線286または55－4610

①定期的な保守点検　　②年１回の清掃　　③法定検査の受検（使用開始後および年１回）

3月は自殺対策強化月間です

次のようなサインが、
２週間以上
続いていませんか？

この他にも様々な症状がありますが、こうしたサインは「うつ病」である可能性も。
精神科・診療内科・精神科クリニックでは、うつ病の治療を行っています。
もし、行きづらい場合は、まずはもよりの内科、またはかかりつけ医にご相談ください。

相談してみよう 悩みごと　　話してみよう その気持ち
●六戸町　福祉課　　　　　　　　　　　　　　　☎0176－55－4597（直通）
●青森県立精神保健福祉センター（こころの電話）　☎017－787－3957 / 3958
●上十三保健所　　　　　　　　　　　　　　　　☎0176－23－4261
●あおもり　いのちの電話　　　　　　　　　　　☎0172－33－7830

問福祉課　☎内線131または55－4597

URL⇒　https://fishbowlindex.jp/rokunohe/（PC、携帯電話共通）
＊六戸町ウェブサイト以外のページに移動します

周りから見て分かる症状
表情が暗い、涙もろい、

反応が遅い、落ち着きがない、
飲酒量が増える。

自分で感じる症状
ゆううつ、気分が落ち込む、悲しい、イライラ、
涙もろくなる、眠れない、集中できない、

やる気がでない、仕事が手につかない・能率が落ちる、
物事を悪い方に考える、決断できない、

自分を責める、死にたくなる。

身体に出る症状
食欲がない、便秘がち、
だるい、疲れやすい、
性欲がない、頭痛、動悸、
胃の不快、めまい、
のどが渇く、やせる。

こ こ ろ の健康チェックしてみませんか？
QRコード
＊バーコード読み取
り対応の携帯電話
やスマートフォン
でご利用できます

ストレスによる苦痛や不眠を、アルコールでまぎらわし続け、
飲酒量が増えている場合は要注意です。
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Town	News

六戸町奨学資金利用のお知らせ

平成３０年度成人式『新成人を祝う会』実行委員募集について

六戸町生涯学習講演会実行委員を募集します

○対　　象　４年生大学に進学し、父母または後見人などが１年以上六戸町に住所を有する方。進学する大学は
国立・公立・私立および昼間、夜間の別を問いません。ただし、通信教育部、大学院、短期大学、
放送大学、自治医科大学、防衛大学校、および海上保安大学校を除きます。

○選　　考　六戸町奨学生選考委員会が学業成績や所得状況などを考慮して決定します。

○貸 付 額　月額５万円以内、入学一時金として50万円を限度に貸し付けします。

○申込方法　貸付申請書に必要事項を記入し、入学許可証または在学証明書・学業成績証明書・保証人承諾書・
同一世帯および保証人の前年の所得証明書を添付してください。貸付申請書と保証人承諾書の様式
は、教育委員会教育課で配布するほか、町ホームページからもダウンロードできます。

○申込期間　３月23日㊎まで

問教育委員会教育課　☎55－4587

　六戸町では、成人式の式典終了後、『新成人を祝う会』を例年開催しております。この『新成人を祝う
会』は、企画運営を新成人による実行委員会へお願いしております。一生に一度の記念すべきこの日を自
分達の手で思い出深いものにしませんか？
　お友達を誘って、ぜひ実行委員にご応募ください!!

■応募対象者　平成10年４月２日から平成11年４月１日までに生まれた方で、以下のいずれかに該当する方。
　　　　　　　①町内に住所を有する者　②転出者のうち町内中学校卒業者

■申 込 方 法　電話、FAX、メールで名前、現住所、電話番号をお知らせください。

■申 込 期 間　随時

■実行委員会活動内容　成人式開催までの期間中に実行委員会（主に平日夕方を予定）に参加し、新成人を祝う
会の内容について企画検討などをしてもらいます。
○企画例　・ビデオレターの製作（中学校などの恩師や著名人のインタビュー）
　　　　　・アトラクションの実施　など

平成30年度成人式開催予定日　８月１5日㊌

問・申込先　教育委員会教育課（六戸町文化ホール内）　☎55－5511　ＦＡＸ55－5514
　　　　　　　shakyo@town.rokunohe.aomori.jp

　六戸町教育委員会では、町民の皆さんへ著名人による講話を主体とした学習の機会を提供するため、
生涯学習講演会実行委員を募集します。講演会の企画、運営などに皆さんも参加してみませんか？

■対　　象　　（１）六戸町民または六戸町内で働いてる人で講演会運営に意欲のある方
　　　　　　　（２）ボランティアで参加できる人

■選　　考　　応募者の中から教育長が委嘱

■委嘱期間　　平成31年３月末まで

■主な業務　　講演内容の検討、講師の選定、講演会の運営など

■申込締切　　３月30日㊎まで

問・申込先　教育委員会教育課（六戸町文化ホール内）　☎55－5511　ＦＡＸ55－5514
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本のリクエスト＆お問い合わせ⇒⇒六戸町立図書館　☎55－4561
開館時間　午前9：30～午後６：00図書館だより

◆ 新着図書紹介 ◆
毎月の新着図書の一覧は町ＨＰでも紹介しています

一
般
図
書

児
童
図
書

◆ ３月の展示 ◆

・小田正博氏寄贈図書展
　小田正博氏より、自身の著書で
ある「東北六県からだ言葉方言集
　東北身体語彙辞典」を寄贈いた
だきました。ありがとうございま
した。
　これに合わせ図書館では、これまでに寄贈いただ
いた著書を展示・貸出します。この機会に、ぜひご
利用ください。
　　　期　間　　３月１日㊍～３月31日㊐
　　　場　所　　図書館内　一般閲覧室

◆ 図書の寄贈ありがとうございました ◆

　山田和子様、蛯名捷訓様をはじめ、多数の方々から
図書を寄贈いただきました。
　ありがとうございました。

◆ メイプル童話会 ◆

　３月11日㊐　午前10時30分～
　図書館内　児童室

◆ 平成29年度　人気図書ランキング※ ◆

　平成29年11月～平成30年２月まで、当図書館におい
て貸出回数の多かった人気の図書をご紹介します。
まだ読まれていない方は、ぜひ図書館へどうぞ。

（※システム更新の関係で、平成29年11月からの集計
となります。ご了承ください。）　
　　　期　間　　３月１日㊍～４月29日㊐
　　　場　所　　図書館内　一般閲覧室

★一般図書
　１「ダンナさまは幽霊」　　流光　七奈
　　「素敵な日本人　東野圭吾短編集」　　東野　圭吾
　３「三世代探偵団」　　赤川　次郎
　　「三度目の殺人」　　是枝　裕和
　　「少女は夜を綴らない」　　逸木　裕

★児童図書
　１「おしりたんてい　かいとうVSたんてい」
　　トロル
　　「ざんねんないきもの事典」　　今泉　忠明
　３「おしりたんてい　いせきからのＳＯＳ
　　おしりたんていファイル」　　トロル
　　「まんがでわかる！ 10才までに遊んできたえる
　　算数脳パズル」　　高濱　正伸
　５「１日10分でちずをおぼえる絵本」
　　あきやま　かぜさぶろう
　
★絵　　本
　１「くまパンダものがたり」　　ＤＡＩＧＯ
　　「さわってダヤン」　　いけだ　あきこ
　　「お化けの迷路」　　香川　元太郎
　　「ブタのドーナツやさん」　　谷口　智則
　５「妖怪美術館」　　広瀬　克也

スマホ用

町からのお知らせ

◆
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好
き
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が
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え
る
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方
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石
　
か
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り
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り
ん
ご
と
け
ん
だ
ま

鈴
木
　
康
広

◆世界一やせるスクワット　◆お義父さん　◆とってもやさしいお金
のふやし方　◆婚活中毒　◆キネマの天使　♦でも、生まれてきてよ
かった　　　ほか

◆びちくでごはん　◆大根はエライ　◆１本でもにんじん　◆きらわ
れもののこがらしぼうや　◆ふしぎ駄菓子屋銭天堂８　◆ラストで君
は「まさか！」という　　　ほか　
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天
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◆
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な
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さ
く
ら
　
文
葉

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

 休館日

図書館カレンダー  図書館休館日 2018年3月

 メイプル童話会
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六戸消防署だより / 警察署だより

警察署
だより

十和田警察署
☎23－3195

六戸消防署
だより

六戸消防署
☎55－2016

シートベルト・チャイルドシートで命を守ろう

平成30年
県内の交通事故概況
青森県交通対策協議会

（平成３０年1月３1日現在）

1月中 六戸町 1月末累計

発生 199件（－113） 37件（＋10） 199件（－113）
死
者
の
状
態

年齢別 高齢者の死者（65歳以上の人） ３人（－２）
夜 夜間の死者 ３人（－２）

死者 ３人（－５） ０件（±０） ３人（－５） 状態別 歩行者の死者 ２人（－1）
飲　酒 飲酒運転による死者 ０人（－1）

（　）内は対前年比です。また、速報値
のため後日変更することがあります 傷者 250人（－159） ６人（±０） 250人（－159） シート

ベルト
自動車乗車中の死者 ０人（－５）
非着用死者 ０人（－２）

1　平成29年のシートベルト着用状況など全国調査では、青森県内の一般道における運転席、助手席のシート
ベルト着用率は１００％に近い数値で推移しているものの、後部座席のシートベルト着用率は２７．６％で、
全国平均の３６．４％に比べ非常に低調であったほか、チャイルドシートの使用率も５１．０％と、全国平均
の６４．１％を下回り、東北では最下位となっています。
2　運転者の方の中には、「絶対に事故は起こさない」、「子どもはしっかり抱っこしていれば大丈夫」、「後ろの席

は安全だ」、「すぐそこまでだから」と考える方がいまだに見られますが、交通事故に遭ったとき、シートベル
ト、チャイルドシートを使用していないと、ダッシュボードや窓ガラスに体をぶつけたり、衝突や横転の衝撃
でガラスを突き破り、車内から道路上に放り出されて全身に大けがを負うということになります。

　　また、自分のスピードが遅くても、相手の車のスピードが速ければ、衝突時の衝撃は大きくなります。
3　運転手の方は、シートベルトやチャイルドシートは自分と同乗者の「命を守る」という意識を持ち、後部座席

を含めた全ての座席でシートベルト、チャイルドシートを正しく着用しましょう。

問十和田警察署　☎0176－23－3195/六戸駐在所　☎0176－55－2110

六戸消防署
だより

六戸消防署
☎55－2016

後部座席でシートベルトを締めていないと交通事故で命を落とす確率は、
締めている場合に比べ約３．８倍になります

平成29年度「優良クラブ指導者」表彰
七百婦人防火クラブ副委員長　附田　みつえ　さん

　
１
月
26
日
、
十
和
田
地
区
幼
少
年
婦
人
防
火
委
員
会
は
十
和
田
富

士
屋
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
平
成
29
年
度
優
良
ク
ラ

ブ
指
導
者
お
よ
び
優
良
ク
ラ
ブ
員
に
対
し
て
の
表
彰
式
を
行
い
、
七

百
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
副
委
員
長
の
附
田
み
つ
え
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　
附
田
さ
ん
は
、
ク
ラ
ブ
の
指
導
者
と
し
て
長
年
活
動
の
実
践
指
導

に
努
め
、
組
織
の
拡
充
強
化
お
よ
び
防
火
・
防
災
思
想
の
普
及
に
積

極
的
に
尽
力
さ
れ
、
他
の
模
範
と
な
る
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
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Information

問企画財政課　☎55－4583入 札 結 果 公 表
平成30年１月3１日執行

№ 工事（委託）番号 件　　　　　　　　名 落札業者 落札金額（千円）
１ － 六戸町立小学校教材備品購入 ㈱根久商店 1,200

■
受
付
期
間　
４
月
６
日
㊎
ま
で

■
試
験
期
日　
４
月
14
日
㊏

【
全
募
集
種
目
共
通
】

■
試
験
場
所　
別
途
各
人
に
連
絡

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部

　
三
沢
募
集
案
内
所

☎
・
ＦＡＸ
０
１
７
６

－

5３

－

１
３
４
６

　
（
平
日
午
前
８
時
４5
分

～
午
後
５
時
30
分
）

aom
ori.pco.m

isaw
a

　

@
rct.gsdf.m

od.go.jp

国
家
公
務
員
採
用
試
験

　
人
事
院
で
は
、
次
の
と
お
り
国
家

公
務
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

　
申
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
総
合
職
試
験（
院
卒
者
試
験
・

大
卒
程
度
試
験
】

■
申
込
受
付
期
間

　
３
月
30
日
㊎　
午
前
９
時
～

　
４
月
９
日
㊊
〔
受
信
有
効
〕

■
第
１
次
試
験
日　
４
月
29
日
㊐

【
一
般
職
試
験（
大
卒
程
度
試
験
）】

■
申
込
受
付
期
間

　
４
月
６
日
㊎　
午
前
９
時
～

　
４
月
18
日
㊌
〔
受
信
有
効
〕

■
第
１
次
試
験
日　
６
月
17
日
㊐

【
一
般
職
試
験（
高
卒
者
試
験
）】

■
申
込
受
付
期
間

　
６
月
18
日
㊊　
午
前
９
時
～

　
６
月
27
日
㊌
〔
受
信
有
効
〕

■
第
１
次
試
験
日　
９
月
２
日
㊐

問
人
事
院
東
北
事
務
局
第
二
課

　

試
験
係

☎
０
２
２

－

２
２
１

－
２
０
２
２

H
P

　

http://w
w
w
.jinji.go.jp/

saiyo/saiyo.htm

平
成
３０
年
度　
国
家
公
務
員

「
国
税
専
門
官
採
用
試
験
」

　
仙
台
国
税
局
で
は
、
国
税
専
門
官

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
国
税
専
門
官
は
、
国
の
財
政
を
支

え
る
重
要
な
仕
事
を
担
い
、
税
務
署

な
ど
に
お
い
て
、
調
査
・
徴
収
・
検

査
や
指
導
な
ど
を
行
う
税
務
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
で
す
。

■
受
験
資
格

▼
昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
９

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

▼
平
成
９
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

の
者
で
次
に
掲
げ
る
も
の

①
大
学
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び
平
成

31
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

■
受
験
申
込
受
付
期
間

　
３
月
30
日
㊎
～
４
月
11
日
㊌

■
受
験
申
込
方
法

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
と
す
る

国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報N

AVI
http://w

w
w
.jinji.go.jp/

saiyo/saiyo.htm

■
第
１
次
試
験
日　
６
月
10
日
㊐

問
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

　

研
修
係

☎
０
２
２

－

２
６
３

－

１
１
１
１

　

内
線
３
２
３
６

人
事
院
東
北
事
務
局

☎
０
２
２

－

２
２
１

－

２
０
２
２

被
害
者
支
援
活
動
員

第
８
期
生
募
集

　
あ
お
も
り
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
犯
罪
の
被
害
を
受
け
た
方
や
そ

の
ご
家
族
、
ご
遺
族
に
各
種
支
援
を

行
う
民
間
の
被
害
者
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
で
す
。
私
た
ち
の
活
動
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
公
益
社
団
法
人
あ
お
も
り

　

被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
局

☎
０
１
７

－

７
１
８

－

２
０
８
５

お
知
ら
せ

国
土
交
通
省
か
ら
の

重
要
な
お
知
ら
せ

　
タ
カ
タ
製
エ
ア
バ
ッ
グ
リ
コ
ー
ル

未
改
修
車
は
、
平
成
30
年
５
月
か
ら

車
検
が
通
ら
な
く
な
り
ま
す
。
早
急

に
リ
コ
ー
ル
作
業
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

募
　
集

自
衛
官
募
集

【
一
般
幹
部
候
補
生（
一
般
・
飛
行
）

歯
科
・
薬
剤
幹
部
候
補
生
】

■
応
募
資
格

　
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在

　
22
歳
以
上
26
歳
（
修
士
課
程
修
了

者
は
28
歳
）
未
満
の
者

■
受
付
期
間　
５
月
１
日
㊋
ま
で

■
試
験
期
日
〈
１
次
試
験
〉

　
５
月
12
日
㊏
：
筆
記
試
験

　
５
月
13
日
㊐
：
筆
記
式
操
縦
適
正

　
検
査
（
飛
行
要
員
の
み
）

【
自
衛
官
候
補
生
】

■
応
募
資
格

　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

■
受
付
期
間　
年
間

■
試
験
期
日　
３
月
上
旬
予
定

【
技
術
海
曹
・
技
術
空
曹
】

■
応
募
資
格

　
20
歳
以
上
で
有
資
格
取
得
者

■
受
付
期
間　
４
月
20
日
㊎
ま
で

■
試
験
期
日　
６
月
22
日
㊎

【
予
備
自
衛
官
補（一

般
・
技
能
公
募
）】

■
応
募
資
格

　
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
者

※
技
能
公
募
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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防災無線テレフォンガイド　Tel　0176－55－4466　　町長E-Mail：mayor@town.rokunohe.aomori.jp

青森県弁護士会　保土澤　史教
ほ　 ど　 さわ　　   ふみ  のり

（0176）58－5115
十和田市西十二番町11－15（十和田市立中央病院裏）
〔取り扱い業務〕　離婚/相続/交通事故/借金/刑事
　　　　　　　　　その他法律問題全般
〔受付時間〕　平日　9：00～18：00
〔相 談 料〕　初回　60分　3,000円（税別）

地元、六戸出身の
弁護士です。
まずはお気軽に
お問合せください。

人のうごき（平成３０年1月末現在）
区分 人口 前月比 前　年同月比
男 5,337 －5 +7
女 5,640 －16 －19

合計 10,977 －21 －12
世帯 4,363 +0 +41
転入 20 － －
転出 33 － －
出生 8 － －
死亡 17 － －

サ
ー
ビ
ス
、
抽
選
会
、
春
彼
岸
用
切

り
花
販
売

問
公
立
ぎ
ん
な
ん
寮

☎
０
１
７
６

－

56

－

５
１
２
１

問
公
立
ぎ
ん
な
ん
寮☎

56

－

５
１
２
１

東
北
一
斉　
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟

無
料
電
話
相
談
会

■
日
時　
３
月
19
日
㊊

　
午
前
10
時
～
午
後
７
時

■
内
容

　
Ｂ
型
肝
炎
被
害
対
策
東
北
弁
護
団

が
、
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
に
つ
い
て
の
無

料
電
話
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

■
対
象

　
Ｂ
型
肝
炎
患
者
ま
た
は
そ
の
家
族

（
患
者
が
亡
く
な
っ
て
い
る
場
合
は
、

そ
の
相
続
人
）

■
電
話
相
談
番
号

☎
０
２
２

－

７
２
１

－

８
０
６
３

戸 の 口 1月届出分

�　お 誕 生　�

�川
かわ

村
むら

　実
み

椰
や

　　　　　　小 松 ケ 丘
　（父　毅彦・母　歩実　長女）

�小
こむ

向
かい

　葵
あお

斗
と

　　　　　　川 原 新 田
　（父　哲治・母　千草　長男）

�寺
てら

地
ち

　悠
はる

翔
と

　　　　　　東 北 町
　（父　雅樹・母　恵理　長男）

�岩
いわ

間
ま

　彩
いろ

帆
は

　　　　　　小 松 ケ 丘
　（父　禎文・母　真奈美　長女）

�高
たか

橋
はし

　真
しん

司
じ

　　　　　　通 目 木
　（父　鋼生・母　富美子　長男）

�岩
いわ

間
ま

　香
か

奈
な

　　　　　　高 見
　（父　義樹・母　幸枝　三女）

�小
こ

湊
みなと

　麗
れい

蓮
は

　　　　　　上 吉 田
　（父　佳希・母　聖奈　二女）

❖　お く や み　❖

❖鈴 木 武 人（80歳） 晴 ケ 丘
❖佐々木　清　美（87歳） 高 舘
❖佐々木　慶　一（73歳） 中 町
❖髙 橋 良 子（71歳） た て の 台
❖出 戸 ハ ナ（89歳） 上 吉 田
❖山 本 ふ め（95歳） 通 目 木
❖山　本　タミヱ（91歳） 金 矢
❖下　田　トシヱ（79歳） 七 百
❖杉 山 弥 吉（86歳） 南 町 ㈡
❖大 西 正 雄（67歳） 折 茂

問
国
交
省
タ
カ
タ
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
３

－

５
５
３
９

－

０
４
５
２

エ
ア
バ
ッ
グ
リ
コ
ー
ル
特
設
Ｈ
Ｐ

http://w
w
w
.m
lit.go.jp/

jidosha/carinf/rcl/
recallinfo_000.htm

l

公
立
ぎ
ん
な
ん
寮

春
の
感
謝
セ
ー
ル

■
日
時　
３
月
17
日
㊏
、
18
日
㊐

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

■
場
所　
ぎ
ん
な
ん
寮

■
販
売
品

（
園
芸
商
品
）
鉢
花
各
種
、
洋
ラ
ン
、

観
葉
植
物
、
山
野
草
他

（
加
工
商
品
）
ハ
ム
、
ソ
ー
セ
ー
ジ

（
喫
茶
）
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
、
ド
ラ
イ

ハ
ー
ブ
、
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
他

※
当
日
ご
来
店
の
方
に
限
り
割
引
有

■
催
事

☆
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
セ
ー
ル
、
タ
イ
ム

問総務課　　　　
☎55－4582

消防団員
募集大切な人と

ふるさとを守る

※
予
約
不
要

問
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
東
北
弁
護
団
事
務

局
（
小
野
寺
友
宏
法
律
事
務
所
）

☎
０
１
２
０

－

７
６

－

０
１
５
２

肺
が
ん
、
中
皮
腫
な
ど
石
綿
関
連
疾
病

に
罹
っ
た
方
へ
の
補
償
・
救
済

　
石
綿
を
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
り
発

症
す
る
疾
病
に
は
、
肺
が
ん
、
中
皮

腫
、
石
綿
肺
、
び
ま
ん
性
胸
膜
肥
厚
、

良
性
石
綿
胸
水
な
ど
呼
吸
器
系
疾
病

が
多
く
、
そ
の
潜
伏
期
間
は
石
綿
を

吸
っ
て
か
ら
30
年
以
上
と
非
常
に
長

い
こ
と
が
特
徴
で
す
。
こ
れ
ら
の
呼

吸
器
系
疾
病
が
石
綿
を
吸
っ
た
こ
と

が
原
因
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
た
方
に

は
、
国
が
運
営
す
る
労
災
保
険
制
度

も
し
く
は
石
綿
健
康
被
害
救
済
制
度

か
ら
各
種
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
も
し
、
み
な
さ
ん
の
ご
家
族
の
な

か
で
、
仕
事
で
石
綿
を
取
り
扱
い
、

ま
た
は
吸
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
呼
吸

器
系
疾
病
に
罹
っ
た
方
も
し
く
は
亡

く
な
ら
れ
た
方
が
お
り
ま
し
た
ら
、

青
森
労
働
局
労
災
補
償
課
ま
た
は
お

近
く
の
労
働
基
準
監
督
署
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
青
森
労
働
局
労
災
補
償
課

☎
０
１
７

－

７
３
４

－

４
１
１
５

多
重
債
務
相
談
窓
口

　
借
金
な
ど
で
お
困
り
の
方
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
秘
密
厳
守
・
無
料
で
す
。

■
相
談
専
用
電
話

　
☎
０
１
７

－

７
７
４

－

６
４
８
８

■
場
所

　
青
森
財
務
事
務
所
（
青
森
市
）

■
受
付　
毎
週
㊊
～
㊎

（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
～
12
時

　
午
後
１
時
～
４
時
30
分

問
青
森
財
務
事
務
所

☎
０
１
７

－

７
２
２

－

１
４
６
３

広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

　

広
報
ろ
く
の
へ
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
広
告
を
掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

申
し
込
み
、
金
額
な
ど
の
詳
細
に
つ

い
て
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
総
務
課　

☎
55
ー
４
５
８
２
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Information

▼２月４日 ▼１月２１日

▼１月１9日

▼２月7日

▼２月１日

▼１月２１日

七 戸 町  
第17回ゼルコバアンサンブルコンサート
３月１8日日　午後２時～
十和田市民文化センター

チェロ・ヴァイオリン・フルート・ピアノによる楽しいコンサートをお楽しみくだ
さい。
演奏曲：美女と野獣、美しく青きドナウほか

問スポーツ・生涯学習課　☎176－72－2313

十 和 田 市  現代美術館企画展
「ラファエル・ローゼンダール：
ジェネロシティ 寛容さの美学」
開催中～5月２0日日
十和田市現代美術館

ラファエル・ローゼンダールの世界初となる美術館での個展で
す。大規模な映像インスタレーション、タペストリー作品、英
語俳句、インタラクティブ映像の展示で構成し、ローゼンダー
ルの芸術の豊かな広がりを表現します。

問十和田市現代美術館	　☎0176－20－1127
三 沢 市  
第18回三沢ほっきまつり
3月１１日日
三沢市魚市場特設会場

三沢の冬を代表する味覚『ほっき貝』を堪能しませんか？試食
や販売は数に限りがありますので、お早めにご来場ください。

8：4５～　◎三川目小学校児童による海鳴り太鼓
9：30～　◎ほっき無料試食会　

　 　◎ほっき料理・加工品販売　◎ほっき即売会
　10：30～　◎ほっき詰め放題
　11：00～　◎ほっきムキムキ大会

問三沢ほっきまつり実行委員会　☎0176－54－2202
（三沢市漁業協同組合内）

華やかで見応えのある舞でファンを魅了

今後の農業に役立てるために

旭日單光章の伝達

ボウリングで親睦を深める

ま ち の わ だ い

　
文
化
ホ
ー
ル
で
恒
例
の
新
春
芸
能

発
表
会
が
行
わ
れ
、
六
戸
町
芸
能
愛

好
会
（
松
嶋
清
治
会
長
）
の
会
員
ら

が
新
舞
踊
や
歌
謡
な
ど
を
披
露
。
会

場
に
は
約
３
５
０
人
の
フ
ァ
ン
が
詰

め
か
け
ま
し
た
。（
写
真
は
新
舞
踊

「
祇
園
小
唄
」
を
披
露
す
る
新
会
員

の
畠
山
杏
莉
さ
ん
）

万が一に備え、手順を確認

大曲小学校に雑巾寄贈

　
文
化
財
愛
護
意
識
の
高
揚
を
図
る

た
め
の
文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴
う
消

防
訓
練
が
六
戸
消
防
署
と
町
消
防
団

合
同
に
よ
り
熊
野
神
社
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
署
員
や
団
員
ら
約
30
人
が
参

加
し
、
放
水
作
業
の
手
順
や
連
携
を

確
認
し
合
い
ま
し
た
。

　
六
戸
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
熊

谷
隆
会
長
と
下
田
和
子
女
性
部
長
が

社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て
大
曲
小
学

校
を
訪
れ
、
手
縫
い
の
雑
巾
４
０
０

枚
を
寄
贈
し
た
。
手
渡
さ
れ
た
運
営

委
員
長
の
奈
良
風
花
さ
ん
は
「
手
作

り
で
う
れ
し
い
。
大
切
に
使
っ
て
い

き
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　
冬
期
営
農
講
座
が
２
月
５
日
か
ら

８
日
の
４
日
間
、
町
就
業
改
善
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
全
12
講
座
に
延

べ
６
１
８
人
の
農
家
ら
が
参
加
し
ま

し
た
。
７
日
の
講
座
で
は
講
師
よ
り

農
業
経
営
収
入
保
険
加
入
に
必
要
な

青
色
申
告
を
行
う
よ
う
説
明
が
あ
り

ま
し
た

 　

町
議
会
議
員
な
ど
を
務
め
ら
れ

た
川
村
與
五
郎
氏
（
写
真　

前
列

㊨
）
は
、
高
齢
者
叙
勲
と
し
て
旭
日

單
光
章
を
受
章
さ
れ
吉
田
町
長
よ
り

伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
川
村
氏
は

町
議
会
議
員
と
し
て
昭
和
54
年
か
ら

４
期
16
年
の
長
き
に
わ
た
り
在
職
し
、

平
成
３
年
か
ら
平
成
７
年
ま
で
は
町

議
会
議
長
を
務
め
町
の
発
展
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
身
体
障
害
者
福
祉
会
・
町
手
を

つ
な
ぐ
親
の
会
主
催
に
よ
る
障
が
い

者
ふ
れ
あ
い
ボ
ウ
リ
ン
グ
交
流
会
が

イ
オ
ン
下
田
ユ
ー
ズ
ボ
ウ
リ
ン
グ
で

行
わ
れ
、
障
が
い
を
持
つ
方
や
そ
の

家
族
26
人
が
参
加
。
参
加
者
は
ボ
ウ

リ
ン
グ
を
楽
し
み
親
睦
を
深
め
た
。
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▼
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
日

本
の
メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
に
多
く
の

感
動
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
町
教
育
奨
励
賞
の
受
賞
者

数
も
過
去
最
高
で
あ
り
、
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
方
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
素
晴

ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
六
戸
キ
ッ

ズ
☆
ア
ス
リ
ー
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
に

参
加
し
た
園
児
た
ち
も
、
今
後

様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
だ
ろ
う

な
と
見
事
な
ブ
リ
ッ
ジ
を
見
て
感

じ
ま
し
た
▼
今
年
は
例
年
よ
り
も

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
猛
威
を
ふ
る

っ
て
い
ま
す
。
流
行
の
ピ
ー
ク
は

過
ぎ
て
も
ま
だ
寒
い

日
が
続
い
て
い
ま
す

の
で
、
体
調
を
崩
さ

な
い
よ
う
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

3月の行事・健康カレンダー＆まちの笑顔　

［今月の写真：六戸キッズ☆アスリートアカデミー］

主な町施設の休館日（３月）

２6日㊊

5日㊊　１２日㊊　１9日㊊
２6日㊊
5日㊊　１２日㊊　１8日㊐
１9日㊊　２１日㊌㊗　２6日㊊

文化ホール

体 育 館

図 書 館

小松ケ丘出張所開所日（３月）

毎週
㊋・㊍

１日㊍　６日㊋　８日㊍
１3日㊋　１5日㊍　２0日㊋
２２日㊍　２7日㊋　２9日㊍

●

編
集
後
記
●

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

▼六戸高等学校卒業式 ▼放課後子ども教室
「メイプルジュニア
クラブ」閉講式

〔文化ホール〕

4 5 6 7 8 9 10
▼心配ごと相談所

〔老人福祉センター〕

▼HIVに 関 す る 相
談、Ｂ型およびＣ型
肝炎検査、結核接触
者健診

〔上十三保健所〕

11 12 13 14 15 16 17

▼メイプル童話会
〔図書館〕

▼町内中学校卒業式

▼健やか講座
〔就業改善センター〕

▼HIVに 関 す る 相
談、Ｂ型およびＣ型
肝炎検査、結核接触
者健診

〔上十三保健所〕

▼ 療育相談、精神保
健福祉相談
　〔上十三保健所〕

▼女性健康相談
〔上十三保健所〕

▼４・12カ月児健診
〔就業改善センター〕

▼夢生学習塾閉校式
〔文化ホール〕

18 19 20 21 ◆春分の日 22 23 24

▼町内小学校卒業式

▼健やか講座
〔就業改善センター〕

▼心配ごと相談所
〔老人福祉センター〕

▼ いのちと暮らしの
相談会

〔サテライト六戸〕

▼孫育て教室
〔就業改善センター〕

▼孫育て教室
〔就業改善センター〕

▼ いのちと暮らしの
相談会

〔サテライト六戸〕

25 26 27 28 29 30 31

▼ いのちと暮らしの
相談会

〔サテライト六戸〕


